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p
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門

γ
内
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内

γ
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1
向

γ

相
模
湾
在
舞
台
に
、
海
洋
や
海
の
新
し
い
「
利
用
方
法
」
や
「
滋
び
一
を
提
案
す
る
、
臼
本

で
初
め
て
の
新
し
い
総
合
イ
ベ
ン
ト
「
サ
i
フ
明
い
の
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
が
、
八
月
五
日
と
六
日

の
二
日
間
、
平
塚
海
岸
を
中
心
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
で
は
平
塚
海
岸
利
用
」
冗
年
「
ピ
ー
チ

ス
ポ
ー
ツ
&
サ
ン
ド
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
い
の
支
な
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

サ
ー
フ
加
は
、
イ
ベ
ン
ト
の
開
ス
テ
J

パ
ル
一
が
行
わ
れ
ま
す
。
す
。
海
上
@
海
岸
の
安
全
管
理
や

催
を
通
し
て
、
海
岸
の
美
化
や
こ
こ
れ
は
、
ピ
!
チ
の
い
ろ
い
ろ
な
数
助
方
法
の
実
演
を
行
い
ま
す
。

れ
か
ら
の
漁
業
の
あ
笠
万
、
漁
業
遊
び
方
を
、
毒
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
サ
ン
ド
戸
;
ト

と
マ

υン
ス
ポ
ー
ツ
の
共
存
な
ど
ア
(
ア
メ
リ
カ
)
や
ゴ
i
ル
ド
コ

を
考
え
一
、
海
の
新
し
い
利
用
方
法

1
ス
ト
(
オ
l
ス
λ

ラ
リ
ア
)
か
平
塚
海
掃
の
砂
の
特
質
を
う
ま

や
遊
び
な
ど
を
、
地
域
の
方
々
や
ら
ど
1
チ
人
簡
を
招
待
し
、
ピ
l

く
利
用
し
ず
L

、
区
関
内
に
ア
ー
ト

団
体
、
行
政
、
企
業
が
一
体
と
な
チ
ス
ポ
ー
ツ
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
i

パ
フ
ォ
!
マ
ン
ス
を
わ
い
、
審
査

っ
て
つ
く
っ
て
い
こ
う
と
い
う
も
シ
ョ
ン
や
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ス
ク
ー
に
よ
り
各
設
を
贈
り
ま
す
。

の
で
す
。
サ
1
フ
羽
は
、
平
成
プ
リ
ン
グ
を
開
聞
い
ず
¥
線
し
ん
だ

9

湘
南
紛
の
一
見
本
市

年
間
一
月
二
十
九
日
川
か
A
十
悶
月
十
日
り
、
楽
し
ん
だ
り
し
て
い
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だ
く
ア
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ラ
ク
シ
ョ
ン

ま
で
の
百
六
十
五
日
間
、
湘
南
海
も
の
で
す
o

観
客
は
二
日
酪
で
問

山
岸
を
中
心
に
同
開
催
さ
れ
ま
す
。
万
か
ら
五
万
人
予
定
し
て
い
ま
す
波
打
ち
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か
ら
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ま
で
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こ
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サ
ー
ブ
m
加
を
、
こ
の
夏
ひ
の
で
、
ご
近
所
お
誘
い
合
わ
せ
の
ど
1
チ
ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ジ
ャ
ー
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と
足
先
に
体
歎
し
よ
う
と
行
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の
う
}
兄
、
お
出
掛
b
く
だ
さ
い
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ア
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ラ
ク
シ
ョ
ン
と
ス
ク
!
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「
サ
I
ブ
剖
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
」
お
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会
場
付
近
に
駐
車
台
数
が
少
グ
で
す
。

で
す
。
平
塚
海
岸
で
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ピ
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チ
な
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た
め
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臨
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パ
ス
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交
通
。
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ー
フ
ィ
ン
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サ
l

ス
ポ
ー
ツ
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サ
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ー
ト
ブ
ェ
機
関
を
ご
利
用
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だ
さ
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フ
ィ
ン
、
ウ
エ
y
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I
、
ボ

デ
ィ
ボ
I
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ン
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ム
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ピ
j
チ
λ
ホ
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ツ

i
ド
ギ
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オ
ー
ト
バ
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品
世
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議
へ
の
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世
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ア
ク
ラ
ス
(
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歳
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介
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海
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遊
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@
シ
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ア
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ラ
ス
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日
歳
以
上
)
①
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ピ
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新
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i
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O万
⑧
ス
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シ
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ボ
i
ル
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リ

ー
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、

当

沼

守

前

8
待
か
ら

を
試
み
ま
す
G

本
場
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
ブ
レ
受
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付
け
ま
す
c

⑧
ど
i
チ
バ
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ー
ボ
ー
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ー
ヤ
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モ
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1
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ョ
②
サ
ン
ド
ア
ー
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れ
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本
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ォ
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ア
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ワ
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ポ
イ
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k
ス
ク
ー
リ
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方
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ベ
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意
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チ
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レ
l
ボ
ラ
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の
デ
モ
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し
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競
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問
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。
だ
さ
い
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ン
ス
ト
レ
l
シ

ョ
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、
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轡

フ
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ー

【
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糊

轄

パ
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指

加
の
競
技
会
を
行
い
ま
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。
フ
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ス
ビ
ー
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キ
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ハ
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。
ピ
ギ
ナ
I
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ラ
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(
4
人
に
よ
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デ
モ
ン
ス
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ー
シ
ョ
ン

H
I
ブ
別
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
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場

制
)
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子
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供
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と
フ
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ス
ピ
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ゴ
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。
行
シ
ャ
ト
ル
パ
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が
一
時
間
に
臼

た
め
に
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ー
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製
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軽
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繍
引
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予
定
で
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ま
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。
ご

1
ル
在
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す
る
ク
ラ
ス
一
チ
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ム
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人
で
チ
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ジ
サ
利
用
く
だ
さ
い
。

@
フ
ァ
ン
ゲ
!
ム
ク
ラ
ス

(
4
人
イ
ド
、
一
ゲ
l
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先
取
で
す
。
{
行
き
〕
平
塚
駅
南
口
ラ
イ
オ
ン

制
)
:
遇
常
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
骨
ス
テ
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ジ
。
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
ズ
マ
ン
シ
ョ
ン
前
↓
湘
南
海
岸
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帰
り
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南
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時
岸
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凶
駐
車
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)
:
本
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な
ど
1
チ
パ
レ
1
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ジ
ャ
ン
ケ
ン
ゲ
ー
ム

i

晶
体
立
農
業
会
館
前

⑧
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青
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チ
i
ム

に

よ
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料

金

片

道

百

一

一

一

オ

内

る
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
と
市
新
し
い
海
の
安
全
体
制
づ
く
り
※
詳
し
い
こ
と
は
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湘
南
海
岸
務

室
茄
の
競
技
会
を
開
き
ま
す
。
も
サ
i
フ
閣
の
試
み
の
一
つ
で
備
推
進
室
(
内
線
六
四
七
)
へ
。
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沼
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I
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H
i
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i
i
i
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議
の
近
代
詩
導
者
サ
i

二
一
一
走
、
高
橋
章
、
後
一
龍
一
・
仮
称
平
塚
市
美
術
館
新
築
工
事
一
真
土
、
四
之
宮
幹
線
築
造
工
事
一
金
の
内
定
に
伴
う
も
の
や
、
当
初
一
筆
、
商
工
費
で
は
活
奪
還
り
一
備
に
伴
う
準
備
経
費
を
計
上
。
一
口
(
土
)
一
一
ピ
ス
に
つ
と
め
た
費
量
裏

島
、
柳
川
藤
一
、
小
林
言
、
主
(
空
苧
衛
生
)
五
億
八
平
丸
一
そ
の
4

一
億
七
千
一
討
一
万
円
一
予
算
返
還
で
き
な
か
っ
た
も
の
一
量
筆
業
費
中
を
一
三
。
土
木
資
一
こ
の
結
集
h

補

正

君

主

生

存

問

午

前

お

待

望

1
午
後
一
青
少
年
海
外
派
一
彰
す
る
平
塚
議
コ
ン
ク
ー
ル
が

山

電

車

感

司

、

閉

幕

一

十

一

万

円

ト
l
ヨ
コ
山
本
建
一
株
式
ふ
荘
重
襲
警
告
一
な
ど
を
中
心
に
重
し
て
い
る
。
一
で
は
、
み
ど
り
一
基
金
に
十
五
億
円
一
三
一
百
万
円
と
な
り
、
一
雲
一
品
一
遣
居
間
気
決
ま
る
一
言
語
。
ご
応
募
を
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撃
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設
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量

一

主

土

葬

重

工

事

そ

の

1

一
民
生
賛
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事
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干
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五
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婦
一
で
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言
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照
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明
施
設
整
一
億
二

F
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と
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体
儲
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事
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ま
た
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し
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鉄
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ホ
ー
ム
ス
三
よ
ぴ
更
で
あ
る
こ
と
③
過
去

事
(
建
築
)
一
億
二
千

-2一
一
喜
連
霊
式
会
社
横
浜
支
出
一
言
譲
宅
建
議
工
事
そ
一
参
議
院
議
段
通
常
?
事
は
、
い
い
よ
な
お
、
第
長
室
の
投
票
所
五
与
し
、
景
童
委
員
会
三
事
務
局
(
内
伯
爵
九
四
)
へ
お
尋

7
な
ど
で
青
少
年
と
の
霊
長
一

3
語
、
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
妥

十
四
万
円
鮎
河
建
設
株
式
ム
森
了
需
四
之
宮
斡
線
重
工
事
一
の
l
i
一
憶
八
千
九
百

1
一
万
円
一
月
一
十
日
立
与
わ
れ
る
一

Z奮
公

民

型

言

語

紛

で

期

間

7
2三
本

)

今

一

ね

を

。

一

F
を
章
、
そ
の
妻
室
長
の
一
霞

(
3等
入
室
で
)
し
た
こ
と

喜

塚

害

事

築

工

事

一

そ

の

2

…

一

慾

七

百

二

万

円

一

一

一

東

海

銭

安

喜

一

こ

と

足

っ

た

。

一

重

へ

言

と

な

っ

た

の

ご

一

j

i

I

l

l

i

-

-

一
「
青
少
年
活
動
に
役
立
て
る
一
が
な
い
こ
と

(

建

築

)

一

干

八

?

一

一

百

一

芸

室

長

浜

書

一

言

際

都

市

下

水

路

署

長

一

投

票

は

、

郵

便

は

が

き

で

き

}

言

。

一

亀

議

離

夢

一

こ

と

に

し

て

い

る

。

な

お

、

震

一

言

芸

員

7
6
(丹
)
一

一
一
十
万
円
卒
、
住
友
、
宜
量
一
室
空
事
雲
市
出
工
事
一
の
2

一
億
円
千
一
一
一
百
一
二
十
万
円
一
ら
れ
る
一
投
票
所
入
重
量
」
一
暴
露

7
月

官

官

二

議

鱗

欝

騒

騒

警

ゑ

/

一

れ

た

置

は

次

の

と

お

り

。

一

三

応

募

先

商

工

言

葉

三

そ
の
3

一

億

九

千

五

五

万

三

株

式

会

童

話

で

縫

か

め

て

い

た

だ

き

た

い

。

一

記

長

A
2
7寵
欝

欝

欝

欝

欝

璽

脅

し

一

(E
…)

一
一
醐
繍
轍
綴
欝
灘
綴
瀦
鯵
綴
緩
鶴
湾
総
鱗
欝
鱗
麓
鶴
緩
鱗
綴
錦
滋
線
鱗
轍

4
j

長

臼

以

前

に

出

生

し

た

方

一

襲

撃

襲

撃

襲

撃

譲

i

i変
え

ら

れ

た

方

議

離

響

額

騒

鱗

贈

っ

す

長

訂

以

後

に

差

腐

を

出

一

麟

額

麟

欝

欝

議

鰭

堵

議

警

麟

を

記
長
地
の
量
一
議
機
襲
撃
機
線
機
鰭
議
後
約

ι多
d
約
十
桝
魁

所

へ

一

議

離

麟

欝

欝

除

機

聖

一

暗

号

」

腕

②

4
7
5勾
引

に

平

塚

市

長

一

議

襲

撃

34喝
議

守

護

名

人

印

刷

を

出

さ

れ

た

方

は

、

現

住

所

一

射

撃

ゐ

匂

地
の
役
時
ぷ
所
へ
一
か
な
が
わ
都
市
総
化
平
塚
フ
守
二
る
窃
そ
れ
ぞ
れ
5
一7J
以
内
と
し

③

42H以
後
に
平
塚
市
に
い
紅
一
ア
実
行
委
ι
口
会
で
は
、
総
九
日
八
お
ご
ち
ゃ
ん
し
一
く
ん
は
字
数
に

入
原
を
山
山
さ
れ
た
方
は
、
斗
制
作
問
所
一
で
ト
月
に
将
位
す
る
緑
化
ブ
ェ
ア
一
合
め
な
い

地
の
選
挙
快
僚
委
員
会
に
お
問
い
一
「
つ
ら
つ
か
ク
リ
ー
ン
安
ソ
チ
一
マ
応
募
期
間
山

7
バ
m
H
(月
)

合
わ
せ
を
一
明
」
の
マ
ス
コ
ソ
ト
の
愛
称
そ
募
一
応
募
さ
れ
る
方
は
、
は
が
き
に

心
不
在
者
投
泰
一
集
し
て
い
る
。
(
れ
の
関
)
一
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
執
菜
、
電

投
票
日
万
円
、
仕
事
で
出
張
す
で
市
民
の
木
町
く
す
の
き
」
一
話
者
弓
を
記
入
の
う
一
九
、
予
知
平

る
な
ど
で
投
票
で
き
な
い
刀
は
、
了
市
民
の
花
一
な
で
し
こ
」
一
塚
市
浅
間
町
9
1
1

平
塚
市
役

不
在
資
業
が
で
き
る
。
印
警
官
一
マ
応
募
仏
制
定
①
1
人
1
組

と

す

一

五

)

ヘ

。

58  

{
人
権
擁
護
委
員
の
綾
議
}
(
敬

-
大
久
保
管
治
、
志
村
長
平
、
山

間
山
源
蔵
一
松
井
洋
子

打
札
谷
パ
ー
ル
ロ
ト
や
湘
南
ス
タ

!
モ
ル
な
ど
の
問
つ
の
シ
ヨ
ツ

ヒ
ン
グ
モ
i
ル
を
は
じ
め
、
周
辺

の
カ
ラ
;
舗
芸
化
、
緑
滋
、
公
国
制

の
整
倣
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き

た
。
制
机
前
広
場
は
そ
の
集
尺
成

で
、
パ
ス
乗
除
場
の
改
修
や
ヱ
ス

カ
レ
ー
タ
i
の
取
り
付
け
、
地
下

道
な
ど
、
駅
前
広
場
を
+
新
}
ど
ん
。

一
一
一
枝
恵
子
智
中
村
容
子
(
平
塚

江
南
一
一
高
校
1
年
)
、
よ
随
一
ニ
伎
e

山
崎
杢
(
大
磯
高
校
2
年
)
、
瀬

沼
博
美
(
平
塚
農
業
高
校
3

年
)
、
片
田
叫
恵
美
・
高
剰
米
由
紀

(
五
領
ケ
ム
口
一
一
高
校
2
年
)
、
国
代

紀
子
(
天
野
中
学
校
2
年
)
、
二

見
貴

M
?
小
山
沼
安
利
・
鈴
木
玲

(
神
明
中
学
校
3
年
)
、
小
林
博

行
(
大
使
中
学
校
3
年
)
、
吉
村

吉
香
(
浜
岳
中
学
校
2
年
)
、
小

寓
正
行
(
土
沢
中
学
校
2
年)、

府
川
素
子
(
春
臼
野
中
学
校
3

年
)

を
融
関
少
年
総
談
護
(
市
民
セ
ン
タ
ー
)
潟

j
七
一
一
一
一

月
日
金
曜
日
9
時
S
国
時
七
一
曜
日
は
日
時
ま
で

〈
〉
端
み
ご
と
拡
e

ヤ
ン
グ
テ
レ
ホ
ン
H

ね

i
七
八
一
一
一

o

j

j【に
J
F
唱

3
5
j
o
n
与
O
テ

一
斉
{
原
町

i
1
3
1
2
5
3ノソ

議

絞

殺

緩

お

i
一一一一…一一一一一一

。
心
配
日
正
措
総
種
選
月
曜
日
、
日
時
〈
2

日
時

〈
〉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
談
毎
週
月
1
金
曜
日
、

9
時
、
〉
日
時

土
曜
円
泣
ロ
時
ま
で

。
結
籍
調
帥
醐
毎
選
日
曜
日
、
日
時
1
日
時

(第
3
日
曜
日
を
除
く
)

。
母
子
相
談
轄
週
汚
〈
、
尋
曜
日
、

9
時
i
M
時

令
官
串
鰭
浪
費
相
談
寄
運
河
jty
金
曜
日
、

9
時
t
i
J
M
時

。
高
齢
静
止
制
鞠
諜
拍
相
談
怪
週
百
円
:
金
曜
日
、

9
持
別
汁
k
J
M
時

土
曜
日
は
日
時
ま
て
(
第
2
、
第
4

土
曜
日
を
除
く
)

。
購
入
相
綴
笹
月
第
3
木
曜
日
、
叩
時

s日
時



第 456警

分
に
と
り
、
急
な
割
り
込
み
は

絶
対
に
や
め
る

花
火
は
市
友
会
に

毎
年
、
こ
の
時
印
刷
に
な
る

と
花
火
に
よ
る
火
災
や
事
政

が
発
生
す
る
。
楽
し
く
遊
べ

る
よ
一
つ
家
庭
で
次
の
こ
と
を

教
え
て
お
こ
-
つ
0

・4
伺
火
を
人
や
家
に
む
け
な

@
水
を
用
意
し
て
遊
ぶ

@
た
く
さ
ん
の
花
火
を
…
度

に
火
を
つ
け
な
い

。
花
火
に
繋
い
て
あ
る
遊
び

方
を
守
る

@
夜
肢
に
火
が
つ
か
な
い
よ

う
校
意
す
る

平成元年ア月158

身近な場所で主すぐ言iE明の交付が受
けられるよう市民窓口センターを開設

している。

。穣霊堂場所駅前市民窓口センター

(MNビJレ10階)、大野・量豊田斗申E目。
城島 a 間出奇 e 金日ヨ a 金因。土屋 e 吉

沢

(3) 

(
初
枚
)
、
看
板
(
初
枚
)
、
ク
ジ

i
ン

ボ

ッ

ク

ス

(

忍

箱

)

、

竹

ほ

い

た

う
さ
e

熊

手

自

し

よ

ろ

ほ

う

き

{

内

向

@

第

5
号
}

(

各

部

本

)

マ

対

象

企

爵

郊

外

お

郊

に

お

マ
黛
し
出
し
綴
淘

7
5間
一
;
先
臼
行
わ
れ
た
定
的
樹
監
査
に
け
る
委
託
契
約
事
務

マ
使
用
料
無
料
土
つ
い
て
監
査
委
員
石
市
開
成
弘
マ
結
果
お
お
む
ね
道
主
に
処

マ
申
込
先
環
境
衛
生
正
義
務
委
三
一
氏
、
小
宮
厳
司
氏
、
畏
壕
竺
一
議
さ
れ
て
い
た

一
務
保
(
内
線
喜
一
〈
〕
)
一
一
氏
か
ら
報
告
が
あ
っ
た
習
・
第

6
3

一
ー
ー

i
j
i
l
-
-
;
一
一
{
監
査
公
表
第
4
芝

マ

対

象

車

部

外

5
部
に
お

一

一

一

マ

対

象

管

財

課

に

お

け

る

土

げ

る

収

入

・

支

出

事

務

一
日
出
法
年
金
の
加
一
い
地
・
建
物
の
管
理
事
務
マ
結
果
警
に
処
理
さ
れ
て

一

一

入

手

続

き

を

一

一

マ

結

果

適

正

に

管

理

さ

れ

て

い

た

お
潟
、
午
後
2
持

(
2
回

)

一

試

食

、

農

示

会

ほ

か

一

一

マ

会

場

図

霊
3
階

ホ

ー

ル

二

事

警

護

援

一

票

六

e

マ
亙
凶
月
に
年
金
制
…
者
)
も
、
二
土
歳
か
ら
六
十
歳
ま
一

マ
咲
箇
名
「
は
だ
し
の
ゲ
ン
ニ
マ
寄

8
5三
百
)
ら
お
一
度
が
霊
さ
れ
、
雲
年
金
は
す
一
で
震
年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
一
合
間
紡
災
訓
練

{

平

和

の

つ

ど

い

)

一

三

土

)

一

べ

て

の

人

に

共

通

の

ぺ

基

礎

年

…

な

ら

な

く

な

っ

て

い

る

。

一

こ

ご

参

柄

引

E

E
将

8
月
訪
日
禾
)
午
前
一
マ
会
場
翠
嘉
一
金
」
と
し
て
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
一
周
民
年
金
の
加
入
変
更
手
続
一

l

t
ミ

f
:

日立時
1

一
マ
内
容
平
和
幽
響
、
資
料
緩
一
部
一
な
っ
た
。
一
き
は
忘
れ
ず
に
行
っ
て
い
た
だ
き
一
消
防
本
部
、
消
防
警
告
率
的

工

広

場

裏

公

喜

一

問

い

合

わ

革

、

総

務

議

庶

務

て

」

の

た

め

農

薬

害

(

第

一

一

た

い

。

一

災

議

で

は

、

災

害

時

を

相

違

し

内
容
映
雲
、
す
い
と
ん
の
一
係
(
内
線
二
一
二
O
)
へ
。
一
号
被
保
険
者
)
、
会
社
員
や
公
務
一
詳
し
く
は
、
保
険
年
金
課
年
金
一
て
の
地
域
合
問
防
災
都
練
を
行

l
i
l
-
-
I
l
l
i
-
-
I
l
l
-
i

一
員
(
第
二
号
被
保
険
者
て
会
社
一
係
(
内
線
二
五
企
)
へ
。
一
う
。
ご
参
加
者
。

A

必
ず
審
査
み

3
3
3
し
も
}
、

fli--23

一
員
等
の
鹿
偶
者
二
第
一
一
一
号
被
田
市
安
一
一
。
旭
北
地
一
一
也

7
月
日
出
門
口
(
思

議

揖

掃

討

の

こ

務

理

者

一

l

l

j

i

l

i

l

i

-

-

l

一
午
前
9
守

口

持

組

小

差

欝

欝

欝

奪

三

回

な

会

場

で

行

っ

て

も

ら

う

た

め

、

一

斉

年

ア

ぶ

ス

チ

イ

パ

ル

一

ト

一

時

間

団

L
R肝
心
打

r

鱒

欝

議

J
て

一

九

一

次

の

物

語

を

貸

し

出

し

て

い

る

。

一

一

ム

吾

、

み

す

ほ

豊

島

号

惣
載
禁
¥
一
貸
し
出
し
物
言
、
ご
み
の
減
一
青
年
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
喜
一
パ
ン
ト
マ
イ
ム
、
コ
ン
ト
、
一
一

5
5
午
前

9
f
:

縄
問
ず
〆
十
一
必
ず
や
資
源
化
リ
ザ
イ
ク
ル
に
つ
一
員
会
で
は
、
十
一
月
十
一
一
白
一
奪
三
一
瞬
芸
、
室
、

Z
B小
学
校

襲
撃
畿
一
戸
一
い
て
議
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
一
き
に
総
合
公
警
護
ス
テ
I
一

ど

皇

、

マ

ジ

ッ

ク

な

ど

ア

書

室

82E(包
)

欝

鱗

鶴

鰭

減

数

藤

獲

物

実

行

事

事

や

か

に

す

る

玄

関

く

第

五

回

平

塚

市

青

年

フ

五

一

護

活

一

午

前

9
宇

品

金

田

小

山

義

犠
持
鞠
緩
鶏
議
灘
ト
議
議
綾
子
物
も
あ
る
の
て
ご
利
用
を
。
一
ェ
ス
テ
ィ
パ
ル
の
虫
笠
宮
ス
タ
一

O
サ
j
ク
ん
P
R
コ
ー
ナ
ー

五
線
総
務
梅
線
総
鱗
際
一
マ
貸
し
出
し
物
品
は
つ
び
(
町
山
一
ツ
ブ
を
募
集
す
る
一
。
一
〔
ス
タ
ッ
フ
}
市
内
に
在
住
の

轟
欝
欝
欝
事
¥
一
着
)
、
摺
子
(
印
紹
)
、
の
ぼ
り
よ
宙
望
書
に
在
住
、
在

緩
緩
議
議
懇
機
関
携
議
選
ゾ
プ
句
一
さ
お
(
吉
本
)
、
紙
芝
居

(
7
一
動
、
在
李
者

市
で
は
、
震
の
み
な
さ
ん
が
豆
、
空
き
か
ん
み
こ
し

(
1
一
・
申
込
震

8
5
2水
)

供
会
な
ど
で
行
事
を
一
義
)
、
か
ん
く
い
ト
ラ

(
1台)、

ご
み
の
な
い
き
れ
い
一
パ
ネ
ル
(
ぬ
枚
)
、
エ
プ
ロ
ン

o務長草公民童書(南原2~15-1)

o大野公認館(真土341)
己主規公E霊童書(河内359…1)
e仕事公民館内外の清掃と留守番

手当月額27.100円

e資格市内に住む60歳以τの健康

な婦人で、配偶者と住み.iLみ可能

な方

a 警苦王望人主意 6費、4.5堂、台所、浴室

E 申し込み 7月26日桝ま e'に履庶

醤を社会敦子守課(内綿524)へ

っ
て
い
る
。

市
で
は
検
査
漏
れ
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な
い
よ
う

に
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初
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か
ら
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に
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検
さ
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岸
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、
商
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諜
古
開
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係
(
内
線
五
六
二
)
へ
。

アルパイ
・仕事 ごみの収集押業

・綴鰯 7丹、.8，9318

-舞金臼額 8.000丹

@申し込み

*-=主な愛媛鶏…一瀬南平、湘南潮来などの

平揮八景や農村風景、史齢害事

企業な行泰司 e 七夕まつり、花火大会、

産業まつり、市民市等

く〉締め切り 10月 5臼附
。送り先干254平塚市浅「濡滋J9...1

平塚市観光協会

お気毅にご務ij)'習を/

{町議ょの〉主君茸1
a:応募作品は中学生以下ーとし、喜震源に住所、

氏名、学校名、学年を記入する ③クレパス、

クレヨン、水路、絞留、 f自給 @サイズは 4
ウノ切り以上(絞摂はB7以上)

e 問い合わせ 商工芸鵠琵光係(内線549)問い合わせ広報課広糖係(内練355)
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7丹治日(土)

午後7善寺30分打ち上げ
ュだの場合は 7月30日([3);こ明延

Eざと

反好者宮市花巻術とのふれあい

ンエクスブレ
ぎ 号持 5録制-7

mス平塚花巻まつり克学大:沢温

) 花巻市内見学 花巻まつり見学一一花

ミ(i白)一平泉@中尊寺一平塚

人員と重軽用 170入、費用56，300円

資格市内在段、在勤、在学のガ ところ

打ち上げ予定数 2，800発
30cm五日発、ノk中花火 2台 (200発)

仕掛け花火 3台 (340発)等

平塚帯蓑露光協会

11河口
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幾人

市 税

諮収入

輯謹金

題摩支出金

市復

衆支出会

使F有料丑ぴ手数料

怠動車取得税交付金

財産量収

分担金及び負担

増方議与

その

議総

土 木 撃を

教 習 番電

民生鍵

総務衆

衛生費

公債費

誇宝出金

消訪饗

農耕水産業費

予矯受

商コ餐

議会費

労働饗

昭和63年度一味愛会針予算(平成元年3月末現在)
10 2:) 30 4000 60 70 令002む030む(韓間)

〈を玉〉

さ主j活@福祉環境づくり
健康診鷲等保健事業

市民病続整備事業

総合公慰整備事業

ひらつか天城山荘整備事業

生活保護法に基づく扶助費

老人保健医療事業

絶大ごみ処湾施設整備事業

老人憩いの家七顕在日交棒・用地取得事業

教育@文化環境づくり

吉沢小学校建設，荊地取得事業 (63~継続)

事警小学校給食言慰霊場運設事業

勝原小学校校舎・用地買収繰り上げ償還

泡陵中亨校建設事業

担岳中学校校舎改f民事業

山城中学概校脊，用地買収諜りとげ償還

大神公民館新築事業

仮称金日公民館用地買収賛

美術館建設準情関保経費

ブラ才、タリウム撃情事業

a.講堂 e緩宗寺綴竣づくり
新イ中通りショッピングモール整備事業

中小企業金融対策経費

農業基線整備事業

漁港整備事業

都市環境づくり

幹線道路整備事業

都市計画街路整備事業

道路改良事業

橋りょう整情事業

公共下水道整備事業

都市下本路整備事業

排本路整情事業

北口駅前広場整備事業 (63~尤年度継続)

その他
コミュニティセンター整備事業 (MNピル)

防災無線整備事業
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524矯1，893方向

573穣5，737方向

374億1，691万何

百億8.859万円

8億8.528万円

44億9，569万円

5、422万円

6，741万戸7

2，975万円

3(意1，762/Jド1

62号室 189万円

1. 0971璽7，630方向

l億 9.25475円

10億 L422ノ~f Pi

21億 894万円

4{;意6，300万円

13慌ま7す935}jT3

66荘重6，5977:TF-i

9億 9.894ヱゴロj

2惇l':3，306}_)[可

17億9，169万円

山室5，203hPJ

d官1，688万f'l

15宗主7.249万rJ

Z官室 18JJ口1

3億 1.529万円

7怪童8ヲ652)3ドj

Hlff2. 637)jfご1

6億 7，260Jjf(1 

1億 7.600/if弓

予算務事費

593告藍8，144nP号

648纏8，415方向

389億 3，707万内

部俊9，054万円

8億 8，298万円

四億3.016万円

6.274万円

6，741万円

2.965万円

3憶 1，763万内

部億6す597万円

1，242'官邸，559万 pl

余計

一章空会

特約金

競輪事業

白雪氏健り康保倹事業

都市改造事業

下水道事業

食肉センター

交通災害共済事業

水産物地方卸売市場事業

総合公園用地取得事業

老人傍封建医醸事業

合計

則
的
計
計
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υイ
ー
ス
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ソ
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式
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(
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)

・8
月
孔
日
(
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)
川
崎
特
大
以
内
対
ヤ
ク
ル
ト

・8
月
U
H
(土
)
問
時
大
洋
対
日
人

。
全
額
甘
同
校
野
球
神
奈
川
大
会
(
有
料
)

・7
月
日
日
(
木

)
1幻
自
(
木
)

ひ
そ
の
外
の
試
合

-
7
月
刊
品
臼
(
金
)
げ
符
少
年
野
球
大
会
等
曲
開
会
式

・8
月
1
日
(
火
)
8時
打

げ

準

成

勝

。

決

勝

2億 8，532~石ド1

5億 2.571万円

10イ意万円

げ意3.912万円

3u-ii': 493万円

5億9.491万円

10吉1，665万円

4(意4.266刀(f.T-j

56世主3ヲ156天王fJJ

!O告主2.336}]!-寸

3億 2，069F:Jf守

1億 5，030万円

く)J主総合体育館(電話::n--3057) 
e開雄理詰 卓球、パドミントン、パスケソ

ト、軟式庭球 (~l剖寺)、ノ、レ (16持~)

命ア汚31呂(月)午稜 Z時~午捜8時
， 8月自(月)グ

8 .F.!21!3 (汚)ノ/ 7月弱、 8 務総

午後ち時-9時

民約念公皇室と子宮渓センター司辺

※ 記叩平Iド"1';1塚チ家ポ!イf行3潤

摂と噸 fの無斜目配J布告するつ

'担当地域づくり課(内線

〔夜討すの内号事〕

野菜、果物、 3草子、手づくり品、土也1震

く〉主主E君公Z菜室宮手本害事童書〈電話31~2136)
ー開披壇自 ハνー(9 時~13持)、ハトミン

トン、中球 (13時~同時)、ハスケソト (16
H寺戸 20ft字)、

7月178(汚)午前 9時~午桂8時

・8月 7日(月)ノ/

ー 8月21El(丹 1/

業 9月分の申しょへみは 8月 1日9間

各鶴Eヨともラケット、シャトノレ、
んは各自持事を、さわじよば者用遼動ぐ

つを用意すること。

翻曲iこ利F轄でぎます
ただし、占用はできません
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小説・文学

夜鶏おきん 平持弓枝

春夏秋冬女は怖い 吉JI[淳之助

おらんだ恋歌 神古拓郎

絶望吾 菊畑茂久罵

トットの欠落帖 黒柳Y徹子
マレー捕虜言己 本田忠尚

銀色の主主・あなたと 中島かほり

家皇室・生活

しあわせ家族はふとらない

寿美花代

ぶきっちよさんのブルーツのお菓子

森山サテ子

金子信雄金子信雄の業しき夕食

役会科学・ その他

情報都市 井上懐

中国とソ連 毛布j和子

中願。こもう花は暁かない 黄文雄

夢を嘗てる 松下幸之助

青年の心理を探る 久世敏雄

現代社会繕社 解豊勝

都市ヨコハマ物語 関村明

地球化学 兼向郎

ファミリーキャンピング 栂伺一孝

※掲載した図書は購入したE話番のー
部。詳しくは図書館へ。

す塁後見る会

月や土哀を眺める。春加自由

円手宅 8月10自 (ネミ〉、 16日 (オ(_)lSa-;テ30ラテ

プラネタリウム@

ア汚22臼 (土) ~9 月 3 日 {毘)

太鳴の馬車に乗った若者パエトンとそ

む親友キュクノスの神話を紹介する。

[重重体み期間中の利用時関]

・投露日 毎週阜、木、土、日曜日

・投器時間灯時、 14時()巨)45分)

a 観覧料 工人100円〈定員86人〉

.Blj体での観覧聾週水、木、土曜日の

午前10時にご利用を。申レ込みは10目

前までに博物舘管理保へ。

めをする 0

・日韓 8 月 4 日 ~18自の毎週金曜日(全 3

回) 9時~
e対皐青年、 般 20人〈申込制〉

・材料費 2，000円

会体韓関 電週月曜日

公擁立平寧曹合草金舘

千出境問町12~41 霊童話32-7029

女体験学著書 fニ主援を作ろうj
縄文式土器を参考に樺製品そ作る。

司自樫 8丹17日(木) ~19日〈士 )10時へ

。月韓親子(小学5年以上) 20人〈抽選〉

申し込み 8月 5日までに往樫はがきで

合パードウォッチンダ入門

相模)11河口などに生息する患を眺める。

日程 8月四日(金)、日(火) 9時~

・対象中、高校生20人く抽選〉

勾申し込み 8月10日までに住揮はがきご

月末

電話33--5111 

-期間 7月20日(木) ~8 月 30日(木)

金場博物館特男麗示室

古島然襲霊祭会

大山にみるモミの原生枯を訪ねる0

・5時 7月23日〈日) 8時~

ー募集人員 30人く抽選〉

-申し込み 7月四日までに往復はがきで

すEきE担高斉ヲ宝梅談会
夏休みにおける自由研究の相談や質問を受

ける。参加自由

・日担 7月25日〈火〉、 8月23日{水)10時
~15日時

合Let's!ry ~ランディア

障害由ある方の介護体験をする。

-日揮 7月28日 (金)11時~30日 (日)

日寺 <21白3日〉

・会場 県立府勢原青年の家

・対象 青年30人〈申込完封〉

・書加費無料

会?場開持uman.YouthVillage 

社会参加活動について学ぶ。

~ a程 8 月 1 日(火)11時~3 日(木) 15 

伝子 < 2才色 3日〉
会場 七回荘(平塚市土屋)

省対象中学 1年~高校 1年30人く申込制〉

脅嘗加饗無料

会少年少女家球数皇室

卓球を基礎から学5ミ。

・日程 8月 1臼 (火)~3 日 (木) 1即時~
・対象小堂 3 年~6年20人く甲込制〉

カ官君事掲涼音楽2まつり
アマチュアグループによるロック、クラッ

シック、ポピュラーなどの滴帯会。入場自由

。日時 8月 5日 U::.) 18時~

合芸書iこ親しむ会
うちわ、爵子などに字を書き、ろうけつ染

21クテ

背開臨時間(7 月羽田~8 月日〉
・貸出案、差是考室

火~木曜日 9時 -]7時50分

金曜日 9時へ四時50分

土~臼堪日 9時 -16時50分
・こども室火~日曜日 9 時~]6時 50分
匂体館自 信趨丹曜呂、月末

食Illl欝舘守254種間町12-41 電話31…0415

会親子罪範幸喜教室霊

場猷み茶わんを作る。

£日程 7 RZ3日(白人 8月 6日〔日) 9 fI寺

・対象親子20組〈申込制〉

，材料費 1人1.000円
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お産の進み力と産後の過ごし方

2f_-1 今一位可 9TI手 30 タナ ~ll汗予30ラ〉
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ろ(実習〉
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駅民パスタ ミナル 5蕎線中定
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豊原町お… 21 電話32--0;1.30

駅前パスタ ミナル 2祷線秦野

行阜分J 下車

一

山

問

問

時

間

一

制

度

へ

の

期

解

と

協

力

を

求

め

る

山

口

駅

。

討

コ

参

一

こ

と

を

目

的

に

「

愛

の

血

液

助

け

こ

包

病

気

に

か

か

っ

た

ら

詑

r
r
開

。

一

合

い

室

主

娠

し

て

い

る

。

食

事

m
判
基
本
で
あ
る
妻
、

立
川
正
「
苧
完
結
右
目
一
行
十
崎
町
長
ど
へ
ん
パ
j

募

集

五

一

一

一

同

諮

問

持

枇
川
れ
日
一
時
州
閥
凶
一
清
一
か
わ
か
ら
な
い
今
日
、
こ
の
必
要
一
以
上
の
方
で
、
体
重
が
男
性
日
三
平
塚
市
社
会
部
祉
協
議
会
で
る
外
に
、
次
の
こ
と
が
治
療

れ
か
望
て
晴
、
町
料
母
一
な
血
液
が
不
足
し
、
特
に
8
月

一

づ

、

女

悦

判

J

M

フ

以

と

一

は

、

お

年

寄

り

ゃ

趨

曹

の

あ

る

万

の

ポ

イ

ン

ト

に

な

る

。

J

M

J

2

M

¥

無
紘
一
は
、
費
者
が
少
な
く
血
液
が
極
一

Z
Eと
り

円

山

富

献

血

の

義

一

の

い

る

や

震

を

援

助

す

る

家

庭

援

露

溺

の

方

議

喜

重

に

守

二

四

閥

抗

J
諒

…

君

主

す

る

0

2

で

、

年

鈴

が

凶

歳

以

上

の

万

一

助

協

力

長

を

霊

す

る

。

も

ど

す

こ

と

開

児

す

け

鰯

で

を

鑑

額

一

市

で

は

、

差

、

工

場

な

ど

の

モ

童

話

三

以

上

下

応

募

喜

言

語

住

ま

い

②

甘

い

食

品

襲

は

で

E

b

一
童
書
や
学
校
会
議
釘
体
に
お
一
塁
分
霊
長
中
の
必
要
主
義

35J活
動

で

き

る

万

き

る

だ

け

避

け

る

こ

と

f

-

v

m

配
一
路
い
し
た
り
駅
雲
寺
霊
獣
一
成
分
譲
z

血

小

板

)

だ

け

を

一

言

喜

一

一

血

液

の

中

に

含

ま

れ

る

絡

重

量

ぶ

こ

と

(

動

物

性

別
持
方
時
寵
額
三
一
血
を
実
践
し
て
い
る
0
(
8
商

愛

一

霊

す

る

。

一

マ

活

動

内

容

食

事

の

芸

、

洗

一

一

空

コ

/

ス

テ

ロ

ー

ル

、

中

震

を

避

け

、

襲

撃

毎

主

己

韮

の

献

血

警

告

索

、

)

一

人

で

も

三

5議
け
合
い
義
一
濯
、
掃
除
、
身
の

Z
E
E
-が
き

:is)

話

時

附

M

M
附
下
一
く
完
の
ご
協
力
を
。
…
県
、
各
市
町
村
、
円
主
主
互
い
物
喜
子
助
な
ど
一
一
に
増
え
て
し
ま
っ
た
状
態
を
@
雲
、
撃
を
た
っ
ぷ
り

骨
陀
況
時
北
市
昨
栄
一

V
献
血
の
方
法
二
百
三

h
M獄
一
社
神
奈
川
支
部
で
は
7
月
抗
日
一
マ
活
動
費

1
時
間
六
百
五
十
月
一
川
一
一
角
結
邸
中
肢
と
呼
ぶ
。
と
る
こ
と

同
一
組
側
臥
純
一
日
制
竺
縄
問
一
百
ミ
リ
刊
紙
出
、
成
分
一
献
血
一
万
)
ま
で
験
回
悶
翁
の
蒼
況
を
一
(
口
付
lmω
一
時
1
時
間
同
八
百
十
一
一
給
尿
病
や
一
一
品
開
血
圧
症
な
ど
い
ず
れ
に
し
て
も
、
以
上
叶

醐

」

ょ

で

ほ

一

(

妻

、

血

小

板

)

の

3
種

類

が

一

号

、

成

分

撃

な

ど

の

新

献

血

一

円

)

ご

と

還

に

成

人

病

の

一

つ

の

こ

と

喜

長

期

に

わ

た

り

続

…

(
行
中
操
ロ
さ
の
日
中
一

i

l

i

l

l

i

l

i

-

-

i

一
マ
申
込
需

7
5日
立
で
で
、
食
事
長
係
の
あ
る
病
け
、
毒
化
す
る
こ
と
が
大
叶

欄

刑

問

問

印

刷

版

問

問

一

く

ら

し

の

警

護

一

4
支

持

公

民

館

一

う

れ

日

(

金

)

一

…

気

で

君

。

切

で

あ

る

。

一

一

号

一

{

お

や

つ

そ

怒

っ

う

}

一

マ

申

込

先

平

塚

市

役

会

裕

一

稔

師

一

?

一

↓

;

一

一

一

品

?

r

一
一
;
『
一

一
く
ら
し
の
勉
強
会
で
は
夏
休
み
一
市
販
お
れ
て
い
る
お
や
コ
と
予
一
議
会
(
電
謡
お
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
〉
一
マ
会
場
禰
役
会
館
一

一毅
Z
J
教

室

を

開

く

。

一

づ

く

り

の

お

b
つ

の

違

い

を

調

べ

一

一

マ

募

集

人

員

組

人

(

先

章

一

警

察

第

一

哲

ッ

タ

一

{

お

や

つ

の

怒

っ

て

な

あ

に

二

て

み

る

。

ベ

…

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

一

マ

内

容

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

の

U
一
平
塚
保
健
所
言
、
健
厳
重

子
一
お
や
つ
に
使
わ
れ
て
い
る
警

7長
日
へ
金
)
午
後

1
E
平
塚
市
芸
福
祉
協
議
会
で
一
得
。
体
験
出
ナ
習
な
ど
一
の
た
め
に
警
の
食
事
や
生
活
、

日

二

料

請

べ

て

み

る

の

一

分

1
3詰
分
中
央
公
民
館
一
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー
ル
を
一
マ
申
込
先
平
素
材
会
福
祉
協
一
体
力
一
等
の
チ
ェ
ッ
ク
と
総
合
指
導

ト
ザ
一
・

7
5
ω
臼
(
火
)
守
一
前
日
終
吋
〈
)
一
マ
募
集
人
員
各
コ
ー
ス
親
子
組
一
幣
く
。
一
議
会
(
電
話
お
l
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
)
一
安
毎
月
一
行
っ
て
い
る
。

日
七
五
時
数
芸
館
、
午
後
2
時〈〉
4
一

人

安

否

問

削

)

一

マ

期

日

7
月
お
れ
叶
(
勺
)
、

7

一

一

V

8
同
月
分
百
綴

8

R
幻

自

在
日
2

7

2
選
づ
く
り
空
白
一
三
木
)

F

2

一

塁

簸

議

裏

了

金

)

と

お

臼

(

金

)

の

2

晶

ι

↑

一

ι

fJ1一で
.i8A月2言
日
(
芸
水
さ
)
午
話
前

E羽詳時
?1

一γ.存
時

、

4品
時
竺
一
一
市
選
塚
護
保
譲
鐙
警
所
で

zは、思雲春
期
警
笠
の
主
一
⑨
ら
符
醐
雲
同
擢
は
い

=4ず9れ量ぢ炉F義千毒後
1

碍マ1
 

到
却
一
吋
ηu時
須
加
賀
貝
公
民
館
、
t
後
2
時跨一
1

一m却
剖
ハ
分
汁
一
心
や
体
の
似
悩
糊
み
、
京
不
!
安
を
解
消
す
一
ヤ
対
象
巾
鈎
凶
歳
以
よ
の
方

喜

一

る

た

め

に

、

電

話

相

談

を

受

け

て

一

校

内

容

1
言

語

図

、

血

折
深
一
い
る
。
お
気
軽
に
ご
相
答
官
。
一
げ
也
、
血
糖
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、

動
販
一
円
〉
相
談
日
一
中
性
脂
肪
、
賞
品
刷
、
探
検
査
な

耐
健
一

h
t金
羅
臼
午
前
9
持
1
午
一
と
)
2
8
g
一
体
力
澱
定
、
総
合

出
四
一
後
4
持

一

指

導

)

討

F

ア
土
曜
臼
午
前
9
時
1
辺
一
時
一
マ
料
金
三
主
ハ
百
円

家
一
マ
電
話
平
塚
保
健
所
健
康
指
議
一
マ
申
込
先
重
量
附
(
電
話

均

一

課

a
o一
一
二
(
)
)
一
認
。
二
円
〕
)

7

0

 
一つよる

み
Mコ

ふ
d
qカ

重欝対皐 2成 6か月までの字Li力兇
調会場平塚保健所

臨相談日 8 fi 7日、 21日

覇時間午前9時-10時(受イj)

鶴市し込み 電話で、戸塚イ家殺芝所へ子

約する。

生後10か月から 1揖未満の乳幼児

が受げる伎をE1を詩資。くわしいこと

は平器保館所へ。

護費母子健康子帳本時・刃IJ持、筆記用

語、歯フラνを持参

3カ、月

省 8月 2日 元年 4Jj 1 n~15日生

8 年 4fl16l1へ-30日生三

れ識6か月先]
・8月 8f-j 63勾 2月 1f-l-'_'15日生
. 8 f-j22日 63毎 2月四日--29Fj生

3車児3
・ 8fj 3 61{手6n 1口-15日生

• 8月17[1 61年 6月16H~30日生

床下薬剤散手 8 稜

1、植竹「有地、宮の部門宅

2 
m村第3、サニ メゾン
4 
5、前村第 6

盟第1期対撃は 3か月以上 4歳未
満の手幼児。3;恩問から 8，垣間の

間隔で 3回受ける。

醸第2期第ヱ期の 3[6!t]の持積H

から 1量以上 1年 6か汚以内に 1

回受ける。 5粛 6か月に達する

まて受けられるが、 4歳までに終

了することが望まレい。

盟開業医、病院で接植できる。接種

日は医師とご相談を。

覇料金棒料

観保検証、母子怯旗手帳を持参

け

乳

て

H

i

の

持

受

の

隅

理

に

院

コ

を

満

間

協

同

内

病

る

種

未

の

の

以

済

き

持

境

問

日

月

共

で

も

富

一

ト

い

γ

1

i

J

U

O

本
舟
品
登
錯
槽
娠
は
撰
ぶ
ら
さ
が
り
器
、
ヱ
レ
ク
ト
ー
ン
、

防

的

6

週

四

か

。

積

談

駒

場

川

、

動

m
y

地
域
づ
く
り
課
長
生
活
部
(
実
力
チ
ェ
ア
1
、
ベ
ビ
ー
カ
ー
、
ケ
!

予

R

L

L

8

3

6

完

安

官

i
r
干
上

ω事
m

4
」

の

佐

以

ら

の

年

柵

古

川

銀

三

料

開

怖

感

ニ

ハ

一

-

)

ヘ

ロ

キ

印

セ

ク

ト

き

乳

月

か

期

2

民

じ

に

誇

ド

ペ

コ

総

長

U

W

G

語
り
ま
す
子
供
用
主
顕
(
李
身
心
諮
っ
て
く
だ
さ
い
座
い
す
、
本

?

な

駒

山

引

比

市

連

日

同

一

1
1
F
Lト
ー
¥
長
百
一
一
三
点
)
~
2
人
掛
け
用
醸
い
箱
、
コ
ン
ピ
ラ
y
夕
、
冷
風
機
、
剣
道

ス
3

五
る
第

ι
。

を

席

料

一

、

百
の

3
け
年
る
法
問
両
部
川
一
皆
さ
ん
の
P
揚
力
で
問
い
合
わ
せ
が
す
、
コ
ー
ナ
ー
用
い
す
、
勉
強
机
、
冷
具
一
式
(
小
学
生
用
)
、
ピ
ア
ノ
、
日

要
期
。
受
期

1

け
方
年
は
一
増
え
て
い
る
。
問
、
4
1
わ
せ
の
と
き
に
蔵
犠

(
0
3
)
、
ウ
イ
ン
ド
フ
ァ
ン
、
転
事
{
女
子
用
m
H
J
、
泊
三
、
江
子

寝

必

1

児
凹

2

ら
受
穐
で
日
金
一

f

v

h

9

t

山
町
る
第
幼

3

第
か
間
接
み
種
料
一
は
す
で
に
決
ま
っ
て
し
る
も
の
も
あ
る
脱
毛
器
、
空
気
清
浄
器
、
河
ス
揚
沸
し
用
ベ
ビ
!
カ
!
、
ミ
シ
ン

盤

e

・
輯
顕
一
の
で
、
ご
了
示
事
一
。
器
、
河
ス
レ
ン
ジ
(
都
市
ガ
ス
)
、
耀

と

@人噛料特等:->，白山門、 1等 3，000円、 2等2，000円

-前務所 市民センタ一、チケットセゾン、ヤンレイ

レコード、橋元展楽器庖、サクラ脅威本局、ヨネザ

ワ業様、花水害j苫、文栄堂、なでしこ書房

・問い合わせ 市民センター(主裏話32~-2235)

ところ 市民センターホール

綴箆すわら劇関

。入場料 750Pj (4歳以と)

。入場券 各地区の子ども会で発売

e 問い合わせ 背ヂ供二課{内線505)

』善意雪?青浮名機織 j濠蕊j姦外

。とき 7月23S(信〉
・差是の華客 午後 1時 喜男波

・夜の都午後4時分 11

く>ところ
・出i演者 汁J'J11閤十郎、河原崎権十郎、津村田之助、

与言者!費i学名横線の一事事
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5
醐
醐

自

制

聞

の

「

謹

雨

期

物

百

選

」

ニ
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
建
築
物
を
募
集

符
醐
し
て
い
る
。

一
見
醐
マ
対
象
平
成
元
年
六
月
二
十
日
ま

成
一
一
で
に
完
成
し
て
い
る
建
築
物
で
、
住

間
千
開
毘
に
親
し
ま
れ
、
地
域
の
文
化
を
象

醐
徴
し
て
い
る
も
由
。

マ
募
集
期
隈

8
月
目
白
(
木
)

マ
応
募
方
法
応
募
用
紙
(
湘
南
地

区
行
政
セ
ン
タ
ー
、
市
建
築
課
に
あ

る
)
か
、
は
が
き
に
建
築
物
の
思
い

出
、
名
称
、
所
在
地
、
概
要
、
住

所
、
氏
名
を
記
入
の
う
え
、
一

Tm横

揺
市
中
区
日
本
大
通
り
県
庁
建
築

指
噂
課
(
電
話
。
四
五
|
一
一

o
…

一
一
一
一
内
綿
六
四
O
四
)
へ
。

第 456苦苦

守
会
場
平
塚
商
工
会
議
所

マ
定
員
(
抗
日
午
後
)
給
油
取
扱

所
、
移
動
タ
ン
ク
貯
蔵
所
以
外
で
押

業
し
て
い
る
方
一
百
人
、
一
回
目
今

前
)
同
一
一
百
人
、
(
お
円
午
掩
)
給

油
取
換
所
、
静
動
タ
ン
ク
貯
載
所
で

作
業
し
て
い
る
万
百
人

マ
受
講
料
目
下
山
J

マ
畳
付
川
口
時

8
月
2
日
(
水
)
午

前
9
時
部
分
に
午
後
4
時

マ
受
付
会
場
県
農
業
会
館

マ
問
い
合
わ
せ
売
予
防
課
段
階
物

保
(
内
線
二
一
九
一
一
)

日
本
車
十
本
社
平
塚
マ
市
地
す
し
で
は

趣
意
法
の
講
腎
金
支
出
明
〈
。

{
日
串
和
市
在
年
教
車
漆
講
習
金
}

マ
日
程

8
月
5
日
(
土
一
、

6
日

(
日
)

a

時
一
間
午
前
9
時
t

う
午
後
5
時

守
会
場
勤
労
会
館

マ
対
象
中
学
生
詩
人
(
先
務
問
)

マ
受
講
料
五
百
円

〔
国
華
ジ
ュ
ニ
ア
救
車
広
縁
潜
金
}

マ
臼
時

8
月
四
日
(
木
)
午
接
1

時
間
分
3
4時
間
分

マ
会
場
勤
労
会
館

門
V

対
象
小
学
4
1
6
年
生
国
人

(
先
着
想

マ
受
講
料
無
料

申
し
込
み
は
、
い
ず
れ
も
社
会
課

管
理
保
(
内
締
二
一

O)
へ。

ナ
イ
ト
ハ
イ
ク
醐
聞
く

守
期
日

7
月
目
日
(
土

)
i
m日

マ
コ
ー
ス
平
塚
青
少
年
会
館
へ
午

後
8
時
)
中
沢
橋
神
奈
川
大
学

井
の
口
秦
野
駅
札
場
招
郷

寄
キ
ャ
ン
プ
場
(
午
前
6
時
却

分
)
マ
対
象
小
字
生
以
土
先
着

5
人

(
小
学
生
の
み
父
叫
ん
同
何
)

マ
会
費
一
千
円
(
交
通
費
含
む
)

マ
申
込
先
青
柔
会
ナ
イ
ト
ハ
イ
ク

実
行
委
員
会
(
電
話
れ

l
一
一
六
五

八
)東

海
大
学
湘
南
校
舎
で
は
、
信
也
単

枠
暇
中
高
校
生
に
六
学
図
書
館
を
開

放
す
る
。

マ
期
間
7
月
出
日
{
火
)
1
8月

白
日
(
木
て
た
だ
し
毎
週
土
・
日

曜
日
、

8
月

u
u
i四
日
は
株
舘
日

。
時
間
午
前
9
時
〈
〉
午
後
5
時

ヤ
問
い
合
わ
せ
先
司
大
学
中
央
図

書
館
閲
覧
課
(
電
話
部
ご
一
一

内
腕
二
七
τ
一…)

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

は
、
視
覚
経
害
者
誘
導
介
助
講
習
会

を
聞
く
D

7
日
時

7
月
白
日
(
金
)
午
前
9

時
却
分
3
午
後
3
時
担
分

マ
会
場
福
祉
会
舘

マ
募
集
人
員
却
人
(
先
務
順
一

マ
申
込
先
平
塚
市
社
会
福
祉
属
議

会
(
電
話
泣

i
一
一
七
一
一
一
)

一
率
い
す
ハ
イ
キ
ン
グ

ベ
ル
ク
ラ
ブ
て
は
、
車
い
す
で
ハ

イ
キ
ン
グ
に
考
加
さ
れ
る
方
と
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
葬
祭
す
る
。

守
口
県

8
月
四
日
(
去
ら
剖
日

(
臼
)

マ
コ
ス
(
性
彊
)
小
田
閉
駅
|

横
岳
百
l
ブ
ワ
ェ
イ
駅
比
横
岳
ヒ

ュ
ッ
テ
(
拍
)

マ
募
集
人
員
(
会
費
)
事
い
す
の

方
日
人
(
無
料
)
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

百
七
十
人
(
一
万
七
千
五
百
円
、
口

歳
以
下
の
方
は
一
万
五
千
円
)

門

v
申
込
先
福
祉
総
務
課
更
生
福
祉

保
(
内
線
二
二
一
)

一
…
級
簿
総
議
箆
関
く

マ
日
程

8
月
山
日
(
水

)
i
u月

日
日
(
月
)
'
全
出
回

・
時
間
午
後
6
時
1
8時

V
会
場
平
塚
商
工
会
議
所

マ
受
講
料
二
万
六
百
円

円

v
申
込
期
間

7
丹
羽
田
(
月
」
〈
〉

8
月
日
日
(
金
)

でけがをしたときに

ミ

の
文
化
治
動
や
趣
味
の
サ
ー
ク

ル
活
動
)

O
社
会
体
育
活
動
(
野
球
、
水

泳
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
と
レ
ク
リ

ェ
ー
シ
ョ
ン
活
語
)

。
社
会
福
祉
涜
動
(
慰
問
、
手

話
通
訳
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
)

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

な
お
、
学
禁
忌
下
に
あ
る

ク
ラ
ブ
活
動
、
企
業
な
ど
の
同

体
、
政
治
@
宗
教
・
営
利
を
目

的
と
し
た
活
動
は
対
象
と
は
な

り
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ

い

。

(

地

域

づ

く

り

課

)

揖
市
へ
の
ご
意
見
、
ご
要
望
は

お
気
軽
に
広
務
課
広
聴
係
(
内

線
三
五
五
)
へ
お
寄
せ
く
だ
さ

守
山
引
時
先
字
埠
拘
J
会
該
所
(
電

話

nil-
丘
一
心
)

あたたかい

(
潟
村
務
軒
町
悦
子
さ
ん
)

市
民
の
み
な
注

目
掛
曹
凡

し
ん
が
安
心
し
て
ス

ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
が
行
え
る

よ
う
「
市
民
活
動
災
害
補
償
制

度
」
を
一
昭
和
六
十
二
年
四
月
か

ら
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
ま
す
。

ご
の
制
度
は
、
市
民
汚
動
と

し
て
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
サ
ー
ク

ル
な
ど
を
指
導
し
と
い
る
方

が
、
け
が
な
ど
に
よ
り
第
三
者
団
体
や
傭
人
が
行
う
、

}
れ
た

O
地
域
社
会
活
録
(
紡
組
、
運

セ
活
動
動
会
な
ど
の
自
治
会
活
動
)

合
に

O
青
少
年
育
成
務
動
(
子
供

子
。
会
、
育
成
会
の
活
動
)

市
民

O
社
会
教
育
活
動
(
塁
詰
な
ど

市民レクリエーション大会にて

社
会
同
社
比
七
金
ほ
、
地
域
福
祉
ホ

ラ
ン
テ
ヂ
ア
活
動
な
と
に
現
わ
れ

る
。
ご
協
力
を
D

問
い
合
わ
せ
は
、

d
y
掠
巾
社
会
福

祉
協
議
会
F

竜
一
話
お

i

-

一一)

へ

。

一

敬

称

略

)

マ
社
全
福
祉
基
金
へ
。
よ
ー
し
日
山
泊

年
度
卒
業
3
年

1
絹

H

N

五

百
川
パ
、
朗
友
会
じ
下
刊
行

fべ

円
、
人
一
も
れ
隅
手
持
資
諦
間
収
協

同
組
合
七
千
丘
円
円
、
木
も
れ

隅
-
東
京
ガ
ス
一

A
間
千
円
、
山

人
会
千
円
、
藤
山
連
ん
じ
口

千
七
百
六
I
T
八
円
、
小
耳
屯

4

h

千
円
、
湘
南
岡
県
心
会
一
万
円
、
中

村
伝
五
郎
一
千
円
前
川
同
率
一

千
一
一
目
五
十
ム
八
円
、
明
藤
虻
光
一
一

子
円
、
肺
培
澗
浩
一
千
六
白
山
ト

八
円
、
つ
く
し
語
濯
嗣
京
政
婦
紹
介

所
千
万
円
、
東
京
地
万
税
月
七
ヂ
一

犬昏

県動物果謎セン主 (電話58--3411) 
では、やむを得ない事情で飼えなくなっ
た六・

さj

注射済事、
fこし、。号
なお、犬事獄についての苛情、相談や
野火の捕獲依頼も[iiJセンターへ。

平
塚
支
部
一
万
円
、
川
嶋
昭

万
円
、
小
清
水
ツ
ヤ
子
二
千
円
、

平
塚
地
区
労
働
組
合
協
議
会

γ
五

乃
円
、
円
本
宅
片
協
会
学
塚
支
部

二
万
円
、
国
際
ソ
口
ブ
チ
ミ
ス
ト
平

埠
十
万
円
、
医
名

(
2
件
J

万

七
f
円

マ
杜
金
福
祇
へ
・
磯
崎
輝
夫
ご

千
円

円

v
恵
ま
れ
な
い
子
へ
・
磯
崎
勉

千
円

マ
交
通
護
団
見
へ
・
ク
ラ
イ
ス
奇
来

研
究
会
二
I
T
一
万
一
川
口
玩
門
、
橘

川
秀
犬
七
千
六
円
一
一

i
六
円

7
老
人
福
祉
へ

a

陣
。
刊
千
万
円

く〉尼寺呈

7 )弓 22日
(七)・ 24;ゴ
(14 )白 8f-j 7 

日 OCi)糸ri手
1，¥_)レロード

8日(火)県湾整鋒グぷ¥了 kρ

湖南地[ざ行政 /匂^"

センタ←、 9c:i (7~k) 駅北口、lO FI (木)富士スー
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